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要 約 

背景 非常に高い線量の電離放射線被曝が軟部組織肉腫の発生と関係することが報告されてい

る。肉腫発生に対する低レベル電離放射線の影響は不明である。本調査では、低線量から中程

度に高い線量の電離放射線被曝が軟部組織肉腫発生において果たす役割について検討した。 

方法 日本人原爆被爆者から成る寿命調査集団に基づき、80,180 人を対象に原発性軟部組織

肉腫発生について前向きの評価を行い、グレイ（Gy）単位の結腸線量、電離放射線吸収線量 1 Gy

当たりの過剰相対リスクおよび過剰絶対率を評価した。対象者の人口学的、年齢別、および生存

パラメータも評価した。 

結果 本調査では軟部組織肉腫 104 例を同定し（平均結腸線量 = 0.18 Gy）、その 5 年生存率は

39％であった。被爆時および肉腫診断時の平均年齢はそれぞれ 26.8 歳と 63.6 歳であった。軟部

組織肉腫の発生においては、線形線量反応モデルに基づき、1 Gy当たりの過剰相対リスクは 1.01

（95％信頼区間［CI］: 0.13–2.46、p = 0.019）、1 Gy 当たりの過剰絶対リスクは 10 万人／年当たり

4.3（95％ CI: 1.1–8.9、p = 0.001）であった。 

結論 この調査は、軟部組織肉腫の発生に関する電離放射線の影響を評価した最大かつ最長の

調査の一つである（被曝から追跡調査まで 56 年）。本調査で初めて、比較的低い線量の電離放射

線と軟部組織肉腫の発生との間に関係がある可能性があることが示唆され、発生のリスクは 1 Gy

に被曝することにより倍増することが示された（線形線量反応）。本調査集団における軟部組織肉

腫患者の 5 年生存率は、他の調査集団について報告されたものよりもはるかに低かった。 

根拠のレベル 予後―レベル 1。根拠のレベルの詳細については投稿規程を参照のこと。 
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